
企業様用 ご提案資料

道筋と作業、分析や改善などの方法



作業などの流れ・ご説明



作業などの流れ・ご説明

弊社では『現状把握』から『作業後の結果分析』を１工程として行います。

まずは現状の把握。

今どんな状態・状況かを分析して今後の作業方針やある程度の目標を決めます。

作業する内容が決まれば作業開始となり、結果を分析して次につなげます。

HPや楽天市場、ヤフーショッピング店舗など全てでこのサイクルを活用します。

このサイクルを上手く進めていくと自然と集客が増え、売上が増加していきます。

現状把握 方針決定 内容確認 作業開始 結果分析

（結果分析から方針決定を繰り返し行います）



各サイトについて

各サイトにはそれぞれ特徴とユーザーが分かれています。

各サイトに沿った方針を決める事が重要となります。

自社HP 自社通販サイト

ヤフーショッピング Amazon Rakuten



自社HP・自社通販サイトについて

自社のHPと自社通販サイトは、

ユーザーからの『信用』を勝ち取るためのものと言えます。

『売上を作る媒体』と考えるのではなく、あくまで

『実際に会社が運営されていること』を打ち出すものと捉えましょう。

自社通販サイトに関しては、大手モールに集客では勝てませんが、

モールでは販売できない商品を売る事ができるメリットがあります。

自社通販サイトは『商品を100%出す事ができる店舗』だと捉えましょう。
※楽天・ヤフー・Amazonでは取り扱えない商品が多くあるため

自社HP

自社通販サイト



楽天・ヤフー・Amazonについて

大手モールである楽天市場・ヤフーショッピング・Amazonは、集客に特化したサ

イトです。売上を作るうえでの重要なサイトと言えます。

各モールでは出店料や販売手数料がかかってしまいますが、

多くのお客様に『自社商品』や『自社の事』を知ってもらうための『広告の1つ』と考

えることも重要です。

特にAmazonは、今後も売上を伸ばすことができるモールです。

楽天市場もまだまだ改善されていきます。

ヤフーショッピングではPayPayモールの存在が懸念されます。

いずれはヤフーショッピングが消えて、PayPayモールに切り替わる可能性に注意

しておきましょう。

ヤフーショッピング

Amazon

Rakuten



店舗の状態を把握する（楽天の場合）

基本的な『状況分析』の考え方を知りましょう
その考え方さえ分かれば、他のモールでも同じです



楽天市場店舗の場合

楽天市場では以下の項目を見る事で改善策や売上増加方法を構築することができます。
※大体のモールでも同じ指標が取られています。

店舗チェックシート ユーザー把握 リピーター数 アクセス数

転換率 客単価



①店舗チェックシート

店舗チェックシートでは、店舗評価の現状を把握する事ができます。

『改善すべき箇所』を見つけ改善していくことでユーザーからの評価が上がります。

チェックシートが綺麗な円を描いていれば、店舗の評価が高くなり楽天市場側からも評価が入り、

検索時に上位表示しやすくなります。

店舗チェックシート



②ユーザーの把握

どんなユーザーが商品を購入しているのかが分かります。

ユーザーを理解する事で店舗デザインや文字の大きさ、見やすさなどを考える事ができます。

ユーザーに向けてデザインを良くして行きましょう。

ユーザー把握



③リピーターの数

来店するユーザーが 新規かリピーターかを見分ける事ができます。

ネットショップ（通販）の強みは リピーターの多さです。

全ての店舗ではリピーター確保に全力を注ぎます。

リピーターは運営の基礎、要といえるからです。

リピーター数



④アクセス数

アクセス数は季節や時期、イベントによって大きく左右されてしまいます。

しかし、丁寧に商品や店舗の SEO対策を行うことが出来れば、

それらに左右されず、また検索結果で上位をとる事が可能となります。

アクセス数



⑤転換率

転換率は『買われた率』です。

ページを見たユーザーの何％が商品を購入したかを知ることができます。

この転換率が悪い場合、ページの作りや商品写真、商品説明が悪いことを意味しています。

写真や説明は会社側が分かればよいのではなく、 ユーザーが分かる事が大切です。

転換率



⑥客単価

客単価は 『お店の売上』 に直結する項目です。

客単価を常に上げて行けるように、抱き合わせ商品の宣伝 や
回遊させる為のページ作り、オススメ商品のPR などにも力を注ぐことが重要です。

客単価



やるべきことのおさらい（楽天の場合）

売上を上げる方法はどのモールでもお店でも同じ、
基礎・土台をしっかり組めば店舗は倒れません



②各商品ページ構成の見
直し・改善・修正

やるべきことは３つ

①商品情報を見直しましょう。

きちんと説明できている商品ページか、分かりやすい表記になっているかがポイントです。

②商品ページの構成を見直しましょう。

オススメ商品はたくさんあるのに、オススメを上手く見せられていない等があります。

③店舗の動線、店舗デザインを見直しましょう。

店舗ページPC・SPの動線を考えて、お客様が店舗内をぐるぐる巡れるようにしましょう。

この３つをきちんとクリアしていくことで、売上は自然とアップしていきます。

①商品情報の見直し
改善、修正

③店舗デザインの
修正・改善



他店の改善サンプル（アクセス人数）

アクセス人数は『SEO対策』を行いおおよそ２～３ヶ月目に大きな効果を発揮します。

（それ以降はゆっくり右肩上がりになっていきます※ SEO対策継続時の場合）

【２ヶ月目頃に検索率が上がる理由】

たとえ１ヶ月目に楽天検索サーチで上位をとっても 『見慣れない商品』をユーザーはクリックしません。

しかし2ヶ月目、3ヶ月目と商品を見ていくうちに 「クリックしてみようかな」 という行動に変わります。

そこからアクセス数は自然と伸びていくからです。（ロングテール理論）



他店の改善サンプル（売上）

売上に関して、両店とも昨年よりも売上が大きくなっています。

これはアクセス数を増やしたことが要因となっています。

アクセス数の増加＝売上拡大

コツコツ毎月SEO対策を行い、ユーザーにヒットさせる割合を上げたことで

『店舗・商品の認知』が発生して購入までに至りいます。



楽天市場の対策費用について

楽天市場の対策費用のご説明



楽天市場の作業費用ご紹介

※作業内容は場合によって変化していきます。作業の基本的な目安とお考えください。

※クライアント様と弊社担当とのお打合せの中で料金や数量が変わる事がございます。

項目名 内容 対策期間 備考 費用

商品情報の改善A
（商品SEO対策）

100～300商品まで
を一区切りとします

数回/月
対策→結果の判断で
１～２週間ごとに実施
※CSV契約必須

50,000円（税抜）/月

商品情報の改善B
（商品SEO対策）

301～600商品まで
を一区切りとします

数回/月
対策→結果の判断で
１～２週間ごとに実施
※CSV契約必須

100,000円（税抜）/月

店舗デザイン
（構成）見直し改善

店舗全体の構成改善
パソコン・スマホ

１回
商品ページではなく
店舗全体の構成の修正

150,000円（税抜）/回



（楽天）商品情報の修繕にCSV契約のお願い

商品SEO対策では、毎週・毎月状況をチェックし、コツコツとユーザーの傾向に合わせて情報改善を繰り返し

ていく作業になります。

また『商品ページ情報』も変更しますので、元に戻す場合はバックアップが必要です。

※CSVが使えない場合はバックアップができません。

　そのため、SEO対策も行うことはできませんのでご理解ください。



ヤフーショッピングの対策費用について

ヤフーショッピングの対策費用のご説明



ヤフーショッピングの作業費用ご紹介

項目名 内容 対策期間 備考 費用

商品情報の改善A
（商品SEO対策）

100～300商品まで
を一区切りとします

数回/月 対策→結果の判断で
１～２週間ごとに実施

50,000円（税抜）/月

商品情報の改善B
（商品SEO対策）

301～600商品まで
を一区切りとします

数回/月 対策→結果の判断で
１～２週間ごとに実施

100,000円（税抜）/月

店舗デザイン
（構成）見直し改善

店舗全体の構成改善
パソコン・スマホ

１回
商品ページではなく
店舗全体の構成の修正

150,000円（税抜）/回

※作業内容は場合によって変化していきます。作業の基本的な目安とお考えください。

※クライアント様と弊社担当とのお打合せの中で料金や数量が変わる事がございます。



Amazonの対策費用について

AmazonにSEO対策は不要です。
弊社で行えることはありません。



Amazonの対策は不要

Amazonでは、必要な項目に必要なキーワードや言葉、説明文を入れ、カラーや重さ、

サイズなどを丁寧に入れるときちんと売れていきます。

また、更に売上を伸ばしたい場合は FBA（フルフィルメント by Amazon）をご活用ください。

Amazonに関しては、SEO対策は必要ありません。

丁寧に商品情報を載せていくことにのみ専念してください。

また、困ったときは Amazonカスタマーセンターをご利用ください。



ホームページの対策費用について

HPや自社通販サイトを立て直す場合の費用



ホームページの作業費用ご紹介

項目名 内容 作業期間 備考 費用

ホームページ制作 CMSを活用したHP作成 2～3ヶ月前後
※ SSL契約・データベース設置が可
能である事が条件です

200,000円～
（税抜）/ 回

その他作業
SSL・データベース・ドメイン移
管・メーラー設定など

１ヶ月程度
メーラー設定は状況によってご対応
できない場合がございます

50,000円～
（税抜）/ 回

HPのSEO対策（翌月～）
Googleキーワード検索率を
上げる取り組み

１～2回/月 キーワードに対する検索率を向上さ
せ集客を増やします

15,000円
（税抜）/ 月

Googleマップ設定
Googleマップの
申請と登録作業など

１回
申請→登録まで数週間かかる場合
があります

25,000円
（税抜）/ 回

※作業内容は場合によって変化していきます。作業の基本的な目安とお考えください。

※クライアント様と弊社担当とのお打合せの中で料金や数量が変わる事がございます。



自社通販サイトについて

自社通販サイトには、様々なシステムが関係しており一概に費用を算出する事はできません。

弊社では、自社通販サイトの修正や構築に対しては、企業様にヒアリングを行わせていただいた後、それ

が本当に実現可能か、また収益が出るかなどの想定を行った上でお見積をお出しさせていただきます。



連絡先:

会社名

郵便番号

都道府県 市区町村 番地

info@sun-hp.jp
https://sun-hp.jp

 

お読みいただきありがとうございました

https://sun-hp.jp

